
16
カ
国
29
名
の
若
手
知
識
人
が

10
日
間
と
も
に
語
り
合
う

２
０
０
７
年
12
月
17
日
、
早
稲
田
大

学
小
野
記
念
講
堂
に
約
２
０
０
人
の
聴
衆

を
迎
え
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
、
外
務
省
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
ア

ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
の
共
催
に
よ
る
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
異
な
る
文

化
・
社
会
・
宗
教
間
対
話
」
が
開
催
さ
れ

た
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
引
き
受
け
た
筆
者

に
と
っ
て
、
テ
ー
マ
の
中
心
を
ど
こ
へ
置

く
か
が
一
番
の
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
こ
２
、
３
年
の
間
に
、「
東
ア
ジ
ア

共
同
体
」（
注
）

と
い
う
理
念
に
基
づ
い
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
類
似
の
会
議
が
急
増
し

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
一
様
に
、
経
済

活
動
の
地
域
統
合
を
主
眼
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
統
合
構
想
は
、

政
界
や
経
済
界
の
専
門
家
の
間
に
広
く
浸

透
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
政
治
学
・
経

済
学
の
専
門
家
、
中
国
を
対
象
分
野
と
す

る
地
域
研
究
者
な
ど
の
注
目
を
集
め
て
お

り
、
あ
る
種
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
的
命
題
に

な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
こ
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ひ
と
味
違
っ
た
内

容
で
、
か
つ
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
を
構

築
し
て
い
く
た
め
の
建
設
的
な
推
進
力
に

な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

た
。
こ
れ
ま
で
社
会
人
類
学
者
と
し
て
フ

ィ
ー
ル
ド
調
査
経
験
を
通
し
て
培
っ
て
き

た
、
異
な
る
価
値
観
や
規
範
を
他
の
地
域

の
人
々
と
ど
の
よ
う
に
共
有
で
き
る
の
か

と
い
う
問
い
か
け
を
行
な
う
機
会
に
す
る

こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
地
域
で
の
共
同
体
創
設
へ
の

構
想
は
、
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
や
南
米
共
同
市
場
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｏ

Ｓ
Ｕ
Ｒ
）
、
な
か
で
も
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

の
設
立
と
、
し
ば
し
ば
比
較
さ
れ
る
。
前

二
者
は
経
済
統
合
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、

１
９
９
２
年
の
Ｅ
Ｕ
設
立
は
、
統
合
基
盤

が
そ
の
地
域
の
信
仰
形
態
と
文
化
に
根
ざ

し
て
い
る
点
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

21
世
紀
東
ア
ジ
ア
青
少
年
大
交
流
計
画

（
Ｊ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
一
環
と

し
て
今
回
行
な
わ
れ
た
、
右
の
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
含
む
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム「
東

ア
ジ
ア
の
異
な
る
文
化
・
社
会
・
宗
教
間

対
話
」
で
は
、
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
（
Ｅ

Ａ
Ｓ
）の
参
加
国
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
諸

菊き

く

地ち

靖や
す
し

早
稲
田
大
学
大
学
院

ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
教
授

シンポジウムに先立って若手知識人による集中討議が2日間
にわたって行なわれ、その成果がグループごとに発表された。
通常より長めに質疑応答の時間を設けたことで、参加した若
手知識人による議論、また会場との討議がより深まった

撮影：高木あつ子（63ページも）

国際フォーラム
東アジアの異なる文化・
社会・宗教間対話
を終えて

きくちやすし●フィリピン
のデ・ラ・サール大学に
てEd.D の学位を取得。
専門分野は社会人類学。
ハーバード大学難民問題
研究所及びセント・ジョ
ーンズ大学（ニューヨーク）
でも客員教授として教鞭
を執る。外務省「国際協
力に関する有識者会議」
委員も務める

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

共
同
体
意
識
の

形
成
は
可
能
か

「 」



国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
10
カ
国
と
中
国
、

韓
国
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本
の
計
16
カ
国
、

29
名
の
若
手
知
識
人
が
、
10
日
間
寝
食
を

と
も
に
し
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お

け
る
文
化
・
民
族
の
多
様
性
の
中
で
相
互

理
解
を
通
じ
た
共
同
体
意
識
の
形
成
が
可

能
か
、
意
見
を
述
べ
合
い
、
思
索
を
深
め

た
。
日
程
後
半
の
２
日
間
を
費
や
し
た
集

中
討
議
で
は
、
文
化
、
社
会
、
信
仰
の

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
を
代
表
す
る
知
識
人
４
名
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
社
会
・
民
族
が
抱

え
る
問
題
に
つ
い
て
、
互
い
に
共
有
し
合

っ
た
。

言
い
か
え
れ
ば
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
た
全
員
が
、
時
間
と
空
間
を
共
有
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
的
一
体
感
・
文
化

的
多
様
性
を
皮
膚
感
覚
的
に
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
総
括

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
は
、
各
人
の

属
性
や
価
値
観
を
超
え
た
一
体
感
を
共
有

す
る
場
を
創
出
で
き
た
こ
と
は
、
今
回
の

大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
40
数
年
に
わ
た
っ
て
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
中
心
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
て
社
会
人
類
学
の
研
究
に
従

事
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
の
一
部
と
し
て
、

異
な
る
社
会
の
価
値
観
や
社
会
規
範
の
相

違
性
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互

理
解
へ
の
ツ
ー
ル
が
発
見
で
き
る
こ
と
に

気
づ
い
て
き
た
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
参
加
者
が
寝
食
を
と
も
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
多
様
な
文
化
に
触
れ
、
自
文

化
へ
の
尊
厳
（d

ig
n
ity

）
を
意
識
し
、
相

互
理
解
す
る
た
め
の
共
通
基
盤
が
作
ら
れ

た
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
果
を
最
初
に
記
し
た

が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
多
く
の
問

題
が
網
羅
さ
れ
た
趣
旨
に
沿
っ
て
、
議
論

が
進
め
ら
れ
た
。

異
質
性
を
認
め
合
う
こ
と
で

初
め
て
共
存
が
あ
り
う
る

異
な
る
民
族
の
坩る

堝つ
ぼ

で
あ
る
東
ア
ジ
ア

に
お
い
て
、
お
互
い
の
異
質
性
を
認
め
合

う
こ
と
の
可
能
性
を
探
る
た
め
に
、
前
述

し
た
Ｅ
Ｕ
の
地
域
統
合
例
の
検
証
を
し
て

み
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
Ｅ
Ｕ
の
文
化
的
な
基
盤

は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
非
合
理
的
精
神
と
ギ

リ
シ
ア
の
合
理
精
神
の
組
み
合
わ
せ
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
。
16
世
紀
以
降
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏

の
確
立
は
、
大
陸
の
社
会
的
価
値
観
を
統

一
へ
と
導
い
た
が
、
「
東
ア
ジ
ア
連
合
」

の
対
象
と
な
る
国
々
を
文
化
、
社
会
、
宗

教
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
と
、
ア
ジ
ア
地

域
に
は
、
Ｅ
Ｕ
に
見
ら
れ
る
ほ
ど
濃
厚
な
、

共
通
の
歴
史
的
、
文
化
的
背
景
が
存
在
し

て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
地
域
内
の
経
済
統
合

を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
推
進
力
と
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
地
政
学
的
か
つ
経
済
利

益
の
共
通
理
念
が
、
１
９
６
７
年
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
設
立
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
圏
が
さ
ら
に
ほ
か
の
地
域
経

済
圏
と
自
由
貿
易
協
定
を
結
ん
で
い
く
で

あ
ろ
う
か
ら
、
日
本
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
通

し
て
他
地
域
の
経
済
圏
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
関
係

を
拡
大
で
き
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
コ
ア
と

し
た
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
を
進
め
て
い

く
の
も
一
案
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
戦
略
的

に
日
本
の
政
治
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
目
立
た

せ
る
こ
と
な
く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
を
持
た
せ
、
日
本
は
む
し
ろ
文

化
戦
略
を
強
め
る
こ
と
で
政
治
的
効
果
を

挙
げ
る
方
法
を
講
じ
る
ほ
う
が
得
策
で
は

な
か
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
地
域
内
の
社
会
経
済
発
展

へ
の
協
力
と
経
済
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は

怠
る
こ
と
な
く
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
例
え
ば
、
東
ア
ジ
ア
域
内
に

共
通
意
識
（com

m
on

id
en

tity

）
を
醸

成
す
る
た
め
に
、
専
門
家
に
よ
る
研
究
機

関
と
大
学
院
（
仮
称
と
し
て
「
東
ア
ジ
ア
行

政
大
学
院
」
）
を
設
立
し
て
、
近
未
来
に

達
成
で
き
る
で
あ
ろ
う
「
東
ア
ジ
ア
共
同

体
構
想
理
論
」
を
構
築
し
て
、
文
化
的

多
様
性
を
有
す
る
域
内
へ
応
用
す
る
方
法

の
研
究
と
、
行
政
官
や
企
業
人
、
民
間

人
の
教
育
を
、
長
期
的
展
望
を
持
っ
て
続

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

居
住
形
態
、
服
装
の
西
洋
化
や
都
市
化

に
よ
る
可
視
的
変
化
を
持
っ
て
、
東
ア
ジ

ア
の
共
通
性
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
研
究

者
が
い
る
が
、
不
可
視
文
化
（
価
値
観
、

思
考
様
式
、
社
会
的
行
動
様
式
）
は
一
夜

に
し
て
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
数
世
代
に

及
ぶ
場
合
の
ほ
う
が
多
い
。
「
東
ア
ジ
ア
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21世紀東アジア青少年大交流計画（JENESYS
Programme）は、2007年1月に開催された第2
回東アジア首脳会議（EAS）で、安倍総理（当時）
が提唱。大規模な青少年交流を通じてアジア
の強固な連帯にしっかりとした土台を与えると
の観点から、EAS参加国（ASEAN、中国、韓
国、インド、豪州、ニュージーランド）を中心に、
今後5年間、毎年6000人程度の青少年を日本
に招く交流計画



行
政
大
学
院
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
地
域

の
文
化
的
特
性
と
域
内
文
化
と
の
関
連
性

（cu
ltu

ral
con

ju
n
ction

）
や
さ
ら
に
地

域
文
化
を
他
の
地
域
文
化
と
の
関
連
性

（tran
s-reg

ion
al

cu
ltu

re

）
で
研
究
し
、

地
域
文
化
が
域
内
文
化
を
支
え
る
主
要
な

要
素
で
あ
る
こ
と
を
学
術
的
に
裏
づ
け
、

域
内
各
国
の
初
等
教
育
内
容
に
盛
り
込
む

よ
う
な
文
化
戦
略
の
構
築
が
重
要
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
政
策
哲
学
の
根

幹
は
、
「
異
質
性
を
認
め
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
初
め
て
共
存
が
あ
り
う
る
こ
と
の

証
明
」
へ
の
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
に
日
本
が
中
心
的
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
急
務
で
は
な
か
ろ
う
か
。

文
化
的
多
様
性
と
い
う
概
念
は
、
混
合

文
化
論
で
は
な
い
。
域
内
各
国
の
文
化
・

社
会
の
理
解
を
深
め
る
と
同
時
に
、
他
地

域
の
文
化
の
理
解
を
通
し
て
、
異
質
性
や

類
似
性
を
探
る
こ
と
で
、
自
文
化
へ
の

「
認
識
と
誇
り
」
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
繋
が
る
「
民
族
的
自
信
」
が

創
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
文
化
へ
の

自
信
が
、
異
文
化
を
認
め
る
精
神
的
寛
大

さ
（len

ien
cy

）
を
醸
成
し
て
、
多
文
化

主
義
が
実
現
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

地
域
連
合
体
の
優
等
生
・
Ｅ
Ｕ
の

文
化
的
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
に
学
ぶ

地
域
連
合
体
の
優
等
生
的
存
在
で
あ
る

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
す
ら
、
以
下
の
よ
う
な
文

化
的
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
。

Ｅ
Ｕ
の
形
成
過
程
に
お
い
て
人
類
学
者

が
コ
ミ
ッ
ト
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

少
な
く
と
も
準
備
の
過
程
で
は
、
そ
の
記

録
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
在
ト

ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
当
た
っ
て
、
宗
教
問

題
と
そ
れ
に
伴
う
社
会
的
価
値
観
な
ど
、

一
連
の
文
化
的
重
要
問
題
に
つ
い
て
、
人

類
学
的
調
査
が
非
公
式
に
行
な
わ
れ
て
い

る
と
聞
く
。
お
そ
ら
く
公
に
調
査
が
で
き

な
い
の
は
、
国
際
テ
ロ
や
特
に
中
東
紛
争

の
火
種
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
教
社
会
の
価
値

観
と
Ｅ
Ｕ
共
通
の
底
辺
に
あ
る
キ
リ
ス
ト

教
社
会
の
価
値
観
と
が
、
ど
の
よ
う
に
共

生
で
き
る
か
と
い
う
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問

題
で
あ
る
た
め
だ
と
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
現
在
の
Ｅ
Ｕ
で
さ
え
も
、
各
メ
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●国際フォーラム●

「東アジアの異なる文化・社会・宗教間対話」
共催 ジャパンファウンデーション、外務省

早稲田大学大学院アジア太平洋研究科

日程 2007年12月10日（月）～19日（水）

実施場所 東京

参加者 16カ国29名の若手知識人

プログラム・スケジュール
12/10（月）イントロダクション

歓迎レセプション

11（火）レクチャー
「日本の親族と社会」（菊地
靖・早大教授）、
「東アジア共同体に関する日
本外交政策」（相川一俊・外
務省アジア大洋州局地域政
策課長）、
歌舞伎鑑賞

12（水）レクチャー
「日本経済と東アジア」（小
林英夫・早大教授）、
「東アジア地域における相互
理解」（白石昌也・早大教授）

13（木）鎌倉エクスカーション（鎌倉
大仏ほか見学、お茶体験）

14（金）集中討議

15（土）集中討議

16（日）自由研修

17（月）公開シンポジウム（早稲田大学小野記念講堂）

〈上〉2日間にわたり白熱した
議論が行なわれた
〈下〉鎌倉の浄妙寺にて

●国際シンポジウム●

「東アジアの異なる文化・社会・宗教間対話」
日時 2007年12月17日（月）10～18時

会場 早稲田大学　小野記念講堂

主な内容 ［開催趣旨説明］
菊地靖（筆者）
「東アジア連合に向けての展望：それは果たして可能なのか」
（A Vision towards the East Asia Union : possible or not）

［基調講演］
ワン・ガンウー（シンガポール国立大学東アジア研究所理事長）
「東アジアの交易、安全保障、共同体」（Trade, Security and
Community in East Asia）

発表 ●ウィルフリド・ヴィラコルタ（フィリピン／デ・ラ・サール大学名誉教
授、前ASEAN事務次長）
「東アジア共同体設立に向けて：戦略的利害と文化的多様性の
調和」（Harmonizing Strategic Interests and Cross-Cultural
Diversity for Building an East Asian Community）

●フェルナンド・ズィアルチタ（フィリピン／アテネオ・デ・マニラ大学
社会学・人類学部教授）
「文化交流の回廊：北東アジアと東南アジアのリンケージ」
（Corridors of Cultural Exchange : Linkages between
Northeast and Southeast Asia）

●スリチャイ・ワンゲーオ（タイ／チュラロンコン大学社会科学研究
所所長）
「人的連帯なしには東アジア共同体は成立しない：社会間対話・
社会内対話に向けた方策」（There will not be an East Asian
Community without Human Solidarity-An Agenda for Inter-
and Intra-Societal Dialogue）

●ハンネマン・サミュエル（インドネシア／インドネシア大学 社会
政治学部教授）
「東アジアのアイデンティティを目指した宗教間対話：それは可能
か？」（Inter-faith Dialogue of East Asian Identities : Is It
Possible?）

集中討議報告 ※（ ）内はコーディネーター名

グループ1 文化間対話（フェルナンド・ズィアルチタ）
グループ2 社会間対話（スリチャイ・ワンゲーオ）
グループ3 宗教間対話（ハンネマン・サミュエル）



ン
バ
ー
国
の
人
類
学
的
民
族
文
化
に
対
す

る
包
括
的
な
考
慮
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
に
、
２
０
０
５
年
に
旧
植
民
地
か
ら
の

イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
抱
え
る
オ
ラ
ン
ダ
で
行

な
わ
れ
た
Ｅ
Ｕ
憲
法
批
准
を
問
う
国
民
投

票
で
、
多
数
の
国
民
が
反
対
し
た
の
は
記

憶
に
新
し
い
。
オ
ラ
ン
ダ
の
人
類
学
者
は

口
を
揃
え
て
、
「
Ｅ
Ｕ
形
成
時
に
各
国
の

地
域
文
化
や
そ
の
特
殊
性
を
考
慮
し
な
か

っ
た
の
で
、
人
々
は
Ｅ
Ｕ
へ
の
帰
属
意
識

（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
を
持
ち
得
な
い
状

態
に
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｅ
Ｕ
は
政
治
家
と
官
僚
に
よ
っ
て
創
ら
れ

た
利
益
集
団
で
あ
る
と
辛
口
の
評
価
を
す

る
研
究
者
も
見
ら
れ
る
。

ト
ル
コ
加
盟
に
関
す
る
問
題
を
除
く

と
、
現
在
、
全
体
と
し
て
Ｅ
Ｕ
で
は
、
経

済
活
動
、
人
の
往
来
や
そ
れ
ら
に
伴
う
文

化
交
流
も
活
性
化
さ
れ
て
い
る
の
は
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
国

民
の
国
家
意
識
は
、
以
前
よ
り
も
強
く
な

っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
文
化
的
共
通
基
盤
を

持
つ
Ｅ
Ｕ
で
す
ら
、
構
成
国
や
各
地
域
の

文
化
・
宗
教
（
す
べ
て
の
価
値
観
を
左
右
す

る
）
や
社
会
行
動
様
式
の
研
究
の
重
要
性

と
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。

東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
で
は
、
第
一
に

こ
の
よ
う
な
文
化
問
題
の
研
究
を
急
務
と

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
日
本
人
に
と
っ

て
宗
教
は
、歴
史
的
に
見
て
、個
人
の
信
仰

で
は
な
く
家
の
信
仰
で
あ
っ
た
た
め
に
、

宗
教
原
理
を
基
盤
と
し
た
社
会
や
人
々
へ

の
理
解
が
浅
薄
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
宗

教
へ
の
無
理
解
、
無
関
心
は
、
時
と
し
て

大
き
な
社
会
問
題
に
発
展
す
る
。

東
ア
ジ
ア
共
同
体
形
成
へ
向
け
た

緩
や
か
な
テ
イ
ク
オ
フ

残
さ
れ
た
問
題
は
、
「
東
ア
ジ
ア
共
同

体
構
想
」
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
（
日
中
韓
）

と
い
う
構
成
の
概
念
を
踏
襲
す
る
た
め
の

方
法
論
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
政
治

体
制
と
安
全
保
障
の
問
題
が
、
中
国
と
他

の
構
成
国
と
の
間
に
決
定
的
な
壁
と
し
て

存
在
す
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

中
国
流
の
人
権
概
念
や
社
会
倫
理
な
ど
に

関
す
る
価
値
観
の
相
違
、
中
国
側
の
情
報

公
開
に
対
す
る
意
識
の
欠
如
、
他
国
と
比

べ
て
優
位
な
軍
事
力
な
ど
が
、
Ｅ
Ｕ
の
よ

う
な
連
合
体
を
東
ア
ジ
ア
で
形
成
す
る
に

あ
た
っ
て
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
東
ア

ジ
ア
共
同
体
形
成
は
、
経
済
・
文
化
交
流

圏
と
し
て
緩
や
か
な
テ
イ
ク
オ
フ
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
離
陸

前
の
段
階
で
将
来
を
見
極
め
る
な
ら
ば
、

さ
ら
に
５
カ
国
（
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
米
国
）
と
Ｅ

Ｕ
を
加
え
た
合
議
体
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
９
）

の
形
成
も
視
野
に
入
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
歴
史
的
に
ア
ジ
ア
と
の
深
い
関
わ

り
が
あ
る
国
・
地
域
が
参
加
す
る
合
議
体

で
あ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
支
え
る

緩
や
か
な
知
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
機
能

を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
近
い
将

来
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
９
の
官
、
学
、
民

の
各
界
か
ら
選
ん
だ
適
任
者
に
よ
る
準
備

委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
日

本
が
高
等
研
究
所
の
よ
う
な
知
的
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
に
人
的
財
政
的
援
助
を
惜
し
ま

な
い
こ
と
を
期
待
す
る
。

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
た
今
、
異
文

化
理
解
へ
の
志
向
性
の
萌
芽
と
将
来
へ
の

期
待
感
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
へ
戻

っ
て
行
っ
た
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た

若
き
知
者
と
の
再
会
を
願
っ
て
い
る
。a

注
●
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
と
い
う
場
合
、
こ
こ
で
用
い

ら
れ
て
い
る
共
同
体
の
概
念
は
明
確
で
は
な
い
。
社

会
学
的
に
は
、「
連
合
体
（u

n
ion

）」
が
望
ま
し
い
。

連
合
体
は
同
等
に
己
を
認
め
た
集
合
体
と
も
言
え
る

が
、
共
同
体
に
は
己
を
規
制
す
る
概
念
が
含
ま
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
共
同
体
（com

m
u
n
ity

）」

よ
り
も
「
連
合
体
（u

n
ion

）」
の
ほ
う
が
各
国
の
個

性
が
緩
や
か
に
包
含
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
私
は
あ
え
て
、
他
の
文

章
で
は
「
東
ア
ジ
ア
連
合
体
（E

ast
A
sia

U
nion

）」

を
使
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

63

シンポジウムを終
え、参加者一同、
充実感いっぱいの
表情で記念撮影




